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Pl−454 　常位胎盤早期剥離を反復した双角子宮 （部分型）妊娠 の 1例

関西労災病院
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常位胎盤 早期剥離 （早剥）は 分娩の O．4− 1。3％ に 起 こ り，次 回妊娠 で再 び 早 剥 とな る リス ク は 5− 15％ とされ る．早 剥 自体 の

危険 因子 に は種 々 の もの が 挙げ られ るが ，

一
般 的 に子宮奇形 は そ の 中に 含 まれ て い な い ．今回 我々 は，双角子宮 （部分型）が

原因 と考 え られ る，反 復早剥 を経験 した．症例 は 24 歳 の 女性．妊 娠初期自然流産 2 回お よ び妊娠 33 週で の 早剥 に よ る 緊急帝

王切開術 （1714gの 児 は 2時間後に 死亡）1回 の 妊娠歴あ り。今 回 ， 4 回 目の 妊娠 に て 当科 で 妊婦健診中 の 20〔回 年 7月 23
日，17週 3 日時 ， そ の 前夜 よ りの 腹 痛 を主 訴 に 来 院．外 出 血 は 認 め ず．経 過 観察 目的 にて 入 院 とな る．入 院後，塩 酸 リ ト ド

リ ンの 点滴を開始．18週 1 日時，外出血 を認 め る よ うに な る．19週 1 日時 t 外出血 増量 し，腟内に 暗赤色 の 胎胞突出。超音

波断層法上 ，明 ら か な胎 盤後血 腫や 胎盤肥 厚像 は 認 め られ なか っ た が，臨床的 に 早 剥 と 判断 し，緊急帝王 切 開術 に よ る 人 工 妊

娠中絶術を選択 した．腰麻下 に 開腹する に ， 子宮は ハ
ート状で 子宮壁 に は 明 らか な溢血 は 認めず，子宮体部縦切開に て児お よ

び胎盤 を娩出す。子宮底部の 内腔側 に，2．5cm の 中隔様組織 を触知 した．胎盤が こ の 中隔様組織 に 付着 して い た部分 に 血 腫 が

確認 さ れ，胎盤全体 の約 1／3 が早剥して い た．手術時間 58分 ， 出血量 650mL 術後 7 母目に，経過良好 にて 退院，今後 ， 双

角子宮 （部分型 ）に 対する 形 成手術 を予定中で あ る．子宮奇 形 の 産科合併 症 と して ，不妊，流 早産，子宮破裂等が 知 られ て い

るが ， 早剥 との 明 らか な関連を示唆 した報告 は ない ．今 回，子宮奇形に起因する と思われ る 反復早剥を経験 した の で，若干の

文献的考察を加え報告する．
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【緒言】前腟壁 が 嚢腫状に 膨 隆 す る疾患 と して，膀胱脱，ガー・トナー腺 の 腫大 な どが 挙げ られ る．今 回 ， 前腟壁嚢腫 を呈した

子宮奇形合併妊娠を経験したの で報告す る．【症例】31 歳の 1 妊 1 産婦．前回妊娠は 妊娠 38週 に骨盤 位 の 適応 で 帝王切開分娩
とな っ た．前 回妊娠 時 に も，今回 と同 様 な前腟壁嚢腫を認 め，「膀胱脱」と診断 され て い た．分娩後，嚢腫 は縮 小 し，非 妊 娠 時

に は観察 され なくな っ た．今回 ， 妊娠 20週 に里帰り分娩の為 ， 紹介となっ た．初診時， 前腟壁 より膨隆した嚢腫 の 陰裂か ら

の 脱 出 を認め た．経腟エ コ ー上，嚢腫 と は 別 に 膀胱 は存在し，「膀胱脱」で は な い と判断， 精査目的 に MRI 施行 ， 前腟壁嚢腫

と子宮腔 が 非常 に薄い 膜で 仕切られて い る こ とが判明した．妊娠 30 週，切迫早産 ， 前腟壁 嚢腫の 診 断 にて 入 院管理 と な り，

安静，腟 洗 浄，塩 酸 リ ト ドリ ン の 点滴 にて 妊娠継続 し た．妊娠 37 週，前 回帝 王切開分娩 の 適応 で 選択的帝王 切 開施行 とした．

術中，子宮内腔 に挫滅 した子宮中隔 と思 わ れ る 組織 を認 め た．同 時 に前腟壁嚢腫 開 窓術 を施行 ， 嚢腫内容は粘液状 で あっ た，
嚢腫 開 窓部 よ り子宮鏡を挿入，前腟壁嚢腫の 左側子宮腔内へ の 連続性が確認 され た．開窓術 に て 切除 され た組織 の 病理組織学

的診断は，表面が 重 層扁 平上 皮 ， 内腔側 が 子宮頸管の 腺上 皮 と考えられる 円柱 上皮 で あ っ た．以上 よ り，双頸子宮 の 頸管 の
一

側 が盲端 で あ り， 妊娠 と と もに 前腟壁 方向に腫大 した もの と最 終診 断 した．【結 語】前腟 壁 嚢腫 を呈 した 子宮奇形合併妊娠の

1例 を経験 した．前腟壁 嚢腫の 鑑 別診断 として ， 子宮奇形 も念頭 に 置 くこ とが必要で あ る．
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【緒言】Wunderlich 症 候群 は，重 複子宮
・
傍頸 部嚢胞

・嚢胞 と同 側 の 腎 欠損 を きたす非対称性子宮奇形お よ び泌尿器系の 異常

を示すまれ な疾患 で あり， 月経痛，下腹部痛，過長月経，膿性帯 下 な どの 症 状 が 見 られ る．今 回 わ れ わ れ は傍頸部 嚢胞 に 生 じ

た 膿瘍 を治 療後 ， 妊娠 し 自然流産した Wunderlich症候群を経験したの で 報告す る．【症例】26歳 ， 未経妊，初経来 の 月経困難

症があ り，F腹部痛 と発熱で 受診 した．内診で は圧痛を伴う変形 した 子宮腟部と左方 に孔を認め
， その 孔 よ り悪臭 を伴う血 性

膿様帯下の 排出があっ た．経腟超音波 と MRI で は重複子宮 と左側 の 傍頸部嚢胞が み られ，嚢胞内 に血液が 貯留 し腫大して い

た、CT で は 左 側 の 腎 臓 の 形成が 認 め ら れ なか っ た．貯留 し た血 液 に 感染 を起 こ した Wunderlich 症 候 群 と診 断 し，嚢 胞 内 容

の 排 出 ・洗 浄 と CEZ を投 与 し軽快した．6 カ月後無月経 に て来院，左子宮腔内に胎嚢を確認したが胎児を認めなかっ た，経
過観察中 ， 胎嚢が傍頸部嚢胞内 に排出され たため ， 腟壁開窓術を行い 子宮内容物を除去した．そ の 後傍頸部嚢胞内に 月経血 の

貯留や 下 腹部痛の 再発もなく経過して い る．【結語】泌尿器系と生殖器系の 重複奇形を伴うWunderlich症候群を経験した．傍
頸部嚢胞は 骨盤内腫瘍 ， 卵巣腫瘍 ， 虫垂炎な どと診断され開腹術を施行され る こ とがあ り，双角子宮の 留血症や 留膿腫は Wun −

derlich症 候群 も考慮すべ き と考 え られ た．また，妊 孕性 につ い て は不 明 な点 が 多 くt 今後 の 妊 娠 ・分 娩 につ い て は 十分 な検
討を要す る と考えられた．
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